
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

Ｊ
Ａ
女
性
部
広
島
北
部
地
区
本
部
向
原

支
部
の
28
人
は
３
月
25
日
に
町
内
を
歩
く

「
春
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」を
行
な
い
ま

し
た
。向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

を
出
発
し
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
少
な
い
川

沿
い
の
約
２・５
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
、春
の
陽

気
に
包
ま
れ
な
が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

桜
は
ま
だ
咲
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
道

沿
い
に
は
水
仙
や
ミ
ツ
マ
タ
の
花
が
咲
い

て
お
り
、よ
う
や
く
や
っ
て
き
た
春
の
訪

れ
に
部
員
同
士
も
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
広
島
北
部
地
区
本
部
は
４

月
９
日
、各
支
部
か
ら
集
ま
っ
た
１
０
０

名
の
女
性
部
員
に
よ
る
通
常
総
代
会
を
開

催
し
、令
和
６
年
度
の
地
区
本
部・各
支
部

の
活
動
報
告
や
令
和
７
年
度
の
活
動
計
画

に
つ
い
て
2
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
後
に
は「
介
護
芸
人
」と
し
て
各

地
で
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
や
講
演
会・ラ
ジ
オ

な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
有
限
会

社
め
ぐ
み
の
鹿し

か
見み

勇ゆ
う
輔す
け
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て『
笑
っ
て
、元
気
に
、介
護
予
防
』を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

笑
い
が
健
康
に
与
え
る
影
響
や
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い

て
、体
を
動
か
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
介
護

予
防
を
学
び
ま
し
た
。

広
島
北
部
地
域 

野
菜
生
産
部
会 

大
長
な

す
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
４
月
11
日
に
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
低
温
倉
庫
で
約
１
８
０

０
本
の
苗
を
受
け
取
り
ま
し
た
。大
長
な
す

の
苗
は
外
皮
の
色
・
艶
が
つ
ば
め
色
で
み
ず

み
ず
し
さ
が
特
徴
の
品
種「
黒
つ
ば
め
」を
穂

木
と
し
て
、半
身
萎
凋
病
や
青
枯
病
な
ど
の

病
気
に
強
い
台
木
を
組
み
合
わ
せ
た
接
ぎ
木

の
苗
を
使
用
し
て
い
ま
す
。「
黒
つ
ば
め
」は

皮
が
柔
ら
か
い
こ
と
か
ら
生
食
は
も
ち
ろ
ん
、

焼
く・蒸
す・煮
る
と
様
々
な
料
理
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

大
長
な
す
グ
ル
ー
プ
は
新
規
生
産
者
１
戸

を
含
む
吉
田
・
高
宮
・
甲
田
・
向
原
の
13
戸
の

農
家
が
加
入
し
て
お
り
、病
気
に
強
い
台
木

を
使
う
こ
と
で
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

季
節
を
感
じ
な
が
ら
町
歩
き

～
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

Ｊ
Ａ
女
性
部
広
島
北
部
地
区
本
部　

通
常
総
代
会
を
開
催

病
気
に
強
い
元
気
な
苗
を

～
大
長
な
す
グ
ル
ー
プ
～

▲ ウォーキングを楽しむ部員

▲ 鹿見勇輔さん▲ 元気に生きるために笑いを生活に取り込みましょう！▲ 広島北部地区の活動は
　日本農業新聞にも掲載されています

▲ 総代会

▲ 苗を受け取るグループ員

広島北部地域
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田
植
え
終
了
後
の
分
げ
つ
期
後
半
か
ら

の
管
理
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

分
げ
つ
期
後
半�

�

（
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
）
の
管
理

軽
い
田
干
し
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
根
を
健
全
に
保
つ
た
め
に
、
時
々
、
軽

い
田
干
し
を
行
な
い
、
土
壌
中
に
酸
素
を

入
れ
ま
し
ょ
う

★
効
果

①
強
い
分
げ
つ

　
強
い
分
げ
つ
を
発
生
さ
せ
、
根
を
深

く
張
ら
せ
ま
す
。

②
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給

　
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
こ
と
で

有
毒
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
、
根
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
根
腐
れ
防
止
に
間
断
か
ん
が
い
を
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

水
管
理

　
基
本
的
に
は
浅
水
管
理
→
還
元
障
害
を

防
ぎ
有
効
茎
数
を
確
保
し
ま
す

　
◎
軽
い
田
干
し
も
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
◎ 

溝
切
り
を
実
施
し
、
水
管
理
を
し
や

す
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
時
期
：
6
月
上
旬
～
中
旬
）

中
干
し

★
時
期

　
通
常
の
株
間
（
18
～
20
㎝
）
の
場
合
→

目
標
茎
数
（
18
～
20
本
）
確
保
で

き
た
ら
開
始

　
疎
植
田
植
の
場
合
→　

株
間
に
応
じ
て
分
げ
つ
本
数
を
多

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
目
標　
４
０
０
本
／
㎡

★
効
果

　
過
剰
分
げ
つ
を
抑
え
、
根
に
十
分
な
酸

素
を
供
給
す
る
こ
と
で
根
張
り
を
良
く
し
、

受
光
体
勢
を
整
え
ま
す
。

★
方
法

排
水
→

5
㎜
程
度
の
亀
裂
が

入
る
ま
で
干
し
→

走
り
水

〈
注
意
！
〉

　
水
持
ち
の
悪
い
水
田
や
水
の
不
十
分

な
水
田
で
は
強
い
中
干
し
を
控
え
、
間

断
か
ん
が
い
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

赤
枯
れ
対
策

　
稲
の
下
葉
が
黄
化
し
、

土
中
よ
り
有
害
ガ
ス
が

発
生
し
て
い
る
状
態
。

★
対
策

　
水
田
の
ガ
ス
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
田
干
し
や
資
材
散
布
が
有
効
で
す
。

　
①
強
め
の
中
干
し
を
行
な
う

　
②
豊
土
サ
ン
グ
リ
ー
ン
追
肥
用
を
散
布

　
　
施
肥
量
５
㎏
／
10
ａ

　
③
塩
化
加
里
の
散
布

　
　
施
肥
量
10
㎏
／
10
ａ

農
薬
散
布
時
に
は
正
し
い
農
薬
の
使
用
と
飛
散
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 

適
正
農
薬
の
使
用

・
適
用
作
物
か

・
希
釈
倍
数・使
用
時
期・散
布
量

・
使
用
総
回
数

 

注
　
　
意

・
隣
接
す
る
圃
場
と
距
離
が
近
い
時

・
食
用
作
物
の
収
穫
時
期

・
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

 

対
　
　
策

・
散
布
量
を
守
る

・
風
向
き
や
風
の
強
い
日
は
散
布
し
な
い

・
飛
散
防
止
ノ
ズ
ル
を
使
用

・
周
り
の
作
物
に
も
登
録
の
あ
る
農
薬
で

・
粒
剤
を
使
用

・
散
布
後
の
機
械
器
具
は
洗
っ
て
保
管

周
辺
圃
場
の
生
産
者
と
連
携
し
、

事
前
に
収
穫
を
し
た
り
飛
散
の
恐
れ

の
あ
る
場
合
は
、
防
止
対
策
な
ど
を

実
施
し
、
地
域
全
体
で
農
薬
の
飛
散

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水
　稲

なるほどえ～のぅ!営農情報

間断かんがい
　田に水を満たした状態と、水を落として
干した状態を数日おきに繰り返します。

広島北部地域
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　ＪＡひろしま　広島北部地域野菜生産部会　チンゲンサイグループの
内、新たに３名がＪＧＡＰの団体認証を受け、チンゲンサイＧＡＰチー
ムに加わりました。４月２日にはＪＡ担当者がジェスン農園を訪問しＪ
ＧＡＰ団体認証を受けたことを報告しました。

　ジェスン農園はカタクタン・ジェスンさんと矢野智美さんご夫婦が安
芸高田市向原町に移住して作られた農園です。地域の先輩農家との出会
いをきっかけに体系的に安全性を学んで自ら実践していく農業に取り組
んでこられ、今回のＪＧＡＰ認証に繋がりました。今回の認証に「改めて
身の引き締まる思い。自分たちが頑張って安心安全な日本の農業を実践
する姿を見せることで、迎え入れてくれた地域の皆さんに恩返ししたい。

（ジェスンさんの故郷である）フィリピンの人たちにも未来に希望や可能
性がたくさんあることを伝えていきたい」と笑顔で話されました。

ＪＧＡＰとは
Japan Good Agricultural Practices（日本の良い
農業の取り組み）の略です。
日本国内の農場や団体が安全かつ持続可能な農業経
営を行なうために満たすべき基準で、食の安全の確
保はもちろん、環境保全や働く人の安全確保・福祉の
充実・人材育成・差別のない労働環境づくりなどに細
かなチェック項目が設けられています。しっかりと
した農業生産工程の管理を行なうことで作業の効率
化やリスクの低減・従業員の意識と意欲の向上などの
メリットがあります。

ジェスンさん夫妻

ＪＧＡＰ団体認証に新たに３戸が加わる
～チンゲンサイＧＡＰチーム～

ＪＧＡＰ認証書

【支店営農指導員】
武田　　諒 グリーンセンター吉田 ☎080-6270-2412
山本　　心 購買課八千代店 ☎080-6339-6419
本清　尚則 購買課高宮店 ☎080-6329-1864
木山　　巧 購買課甲田店 ☎080-6270-2468
上妻　賢将 購買課向原店 ☎080-6329-1835
大本　昌司 千代田アグリセンター ☎080-6270-2471
砂原　宏樹 千代田アグリセンター ☎080-6318-1309

クリーンカルチャー・青ねぎ・ブロッコリー
松田　浩幸 営農経済センター ☎090-8360-3626

営農指導員の紹介営農指導員の紹介
　品目ごとに担当する専門営農指導員と各支店を担当する営農指導員がいます。
　圃場など現地へ出向き、普及・指導に取り組んでいます。相談・疑問等がござ
いましたらぜひご相談ください。

【営農経済センター営農指導員】
大長なす
鉄井　義彦 営農経済センター ☎080-6339-6420

ミニトマト・きゅうり
佐々木輝之 （千代田アグリセンター駐在） ☎080-6318-1329

ハウス野菜（チンゲンサイ・ホウレンソウ他）・水稲
益田　悠太 営農経済センター ☎080-6339-6418

白ねぎ・アスパラガス
小笠原　力 営農経済センター ☎080-6318-1338

広島北部地域
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売れるブドウ栽培講座
日にち 時　間 内　容

7/24（木） 10：00～11：30 年間の栽培と苗木
の注文取りまとめ

開催場所／産直市「ベジパーク安芸高田」2階会議室【7月の講習】

野菜の栽培から出荷、加工品の栽培まで幅広く学べるアグリセミナーを開催します！
この機会をぜひご利用ください。

受講料
無料

受けたい講座
受けられる!

※講習会の定員は20名程度とさせていただきます（申し込み順）
　受講を希望される方は電話でお申し込みください。

安芸高田市 地域営農課…………………TEL／0826-47-4021
ＪＡひろしま 地域営農経済センター ……TEL／0826-54-0814

【問合先】

広島北部地域
ニューフェイス

広島北部地域では２名の新入職員が配属されました！
組合員・地域の皆さまに信頼され、親しまれる職員に
なれるよう頑張りますので、よろしくお願いします。

令和６年度　定年退職者
青杉　勝利

（営農経済センター　副センター長）

組合員の皆さま、
長い間ありがとう
ございました。

吉田支店

常
つね
廣
ひろ
　樹
じゅ
奈
な

千代田支店

中
なか
川
がわ
　陽
よう
介
すけ

2025愛飲運動 春の農繁期になりました！
瀬戸内の風と太陽の光をいっぱいに浴びて育った柑橘飲料をお届けします！

お知らせカレンダー月６ 年金相談会年金 《吉　田》  9時～15時
《千代田》10時～15時

その他予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

産
直
市
の
日

 

吉
田
支
店

 

吉
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

 

吉
田
支
店

 

吉
田
支
店
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